

























































































































































































































































































































































































物であるという主張（Lockyer 2118, p. 21）があるように，レポートが前提
とする社会像は意外に複雑である。では，「民主的諸価値を含んだ共通の市

















































































































































































いが），共和制の伝統にはどこか出発点としての帰属集団 ― 共同体 ― 国家という集団主
義志向がある。当該帰属集団の維持発展のために「ノブレスオブリージュ」やシチズン
シップなどが求められる。そこから民主主義革命が唱えられることにもなる。市民的関






















どが挙げられる（Enslin & White 2113, p. 111）。
　市民性教育論を展開する問題意識としては，強い共同体喪失感があるとさ


































in & White 2113, p. 112）。
　市民性には共有された地位資格である市民権に加えて，規範的な市民的徳



































































































































































































































ぜ左と右にわかれるのか（The Righteous Mind）』（Haidt 2112）によれば，
人間にはいくつかの道徳領域（道徳基盤）があり，各々の政治道徳思想・イ
デオロギーに応じて，該当領域の広狭は変わるという。ハイトは道徳基盤と
して最終的に次の六組を挙げる。①ケア / 危害基盤，②自由 / 抑圧基盤，③






























（Enslin & White 2113, p. 115）中で，「いかにしてわれわれは，共有された
政治的道徳へのコミットメントと，通例そうした道徳と緊張関係にある多元





















（transnational civil society），コスモポリタンな公衆（cosmopolitan public），























































ない市民性教育・参加形態の課題が指摘されうる（Enslin & White 2113, p. 
111）。総じて言えば，フェミニズムやケア論が積み上げてきた「個人と公共






























































を果たしているということである（Alford, Funk & Hibbing 2115）。言わば，
「性的選好の原因分析が推定上遺伝学を無視しえないように，政治的選好の
原因分析も推定上遺伝学を無視しえない」（Alford, Funk & Hibbing 2118, p. 
321）という見方である（17）。
　「リベラル，保守主義のどちらの家庭で育てられたかは，遺伝（子）より関



















（Hibbing, Smith & Alford 2114）がある。
⒅　「遺伝子は（集合的に），人によって，脅威により強く（あるいは弱く）反応し，目新
しい物，変化，初めての経験にさらされると快をより少なく（あるいは多く）感じる脳






うすればよいか」（Haidt 2112, p. 116［157頁］）という観点からハイトも言
及するものが，ハースらが著した『スイッチ』（Heath & Heath 2111）の戦
略である。
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